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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

皆さん、こんにちは。Makiです。11月に入り、年末行事で忙しい毎日を送っているでしょうね。残りわずかの授業日だと思いますが、いい授業ができるよう、努力しましょうね。

さて、10月からNHKで新しい日本語講座の番組を放映されていることをご存知ですか。｢エリンが挑戦！にほんごできます。｣と言って、主人公は日本の高校に留学する女子高生で、来日後、すぐ出会う場面、学校生活、放課後や休日の生活などの場面が入っており、日本語の基礎から中級へのステップアップを目指す番組です。

現在ブラジルでは、ケーブルテレビのNHK、毎週土曜日、午後2時40分(ブラジリア時間)から放映されています。興味のある方はどうぞご覧ください。

今日は、日本語学習で使用できるリソースについてお話したいと思います。
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皆さんのクラスには、文法のテストはよくできますが、全然話せるようにならない学習者がいませんか。私が初級のクラスで教えていたとき、そういう人がいました。他の学生と比べて、おとなしい人でしたが、宿題も試験の点数もかなり上のほうの人でした。しかし、中級クラスになっても自分の意見や感想を述べることはなかなかできませんでした。

以前、教えていた日本語講座ではオーディオリンガル重視で、学習者に基本練習をたくさんさせていました。ハードなカリキュラムのせいなのか、応用練習や総合練習をする時間はかなり少なかったです。今、振り返ってみると、学習者に基本練習で口慣らしをさせましたが、学習者に自分が考えていることを発言する時間を充分に与えていなかったのではないかと思います。

学習者が意見や感想を述べるようにさせるためには、今まで習った語彙や文型を使って練習する時間が必要だと思います。それは、クラス内だけではなく、クラス外での活動を考え、学習者が日本語を使うリソースを増やすことが大切だと思います。

リソースとは、｢学習者に関するインターアクションの対象となるもの｣だと田中・斉藤(1993)は述べています。例えば、学習者が日本語の新聞を読んで、授業で習った日本語を活用して内容を理解する活動を行なった場合、その新聞は一つのリソースということになります。また、学習者に日本人の友だちができて、その友だちと積極的に日本語で話す機会が増えたとすれば、その日本人の友だちもリソースです。

新聞やテレビ、広告などは｢物的リソース｣と呼び、友達や学習者仲間などは｢人的リソース｣と言います。その他に日本人会や太鼓グループの先生と日本語を使って活動に参加したりする場合、そういったコミュニティは｢社会的リソース｣の働きをしていることになります。日本文化関連の情報を流したり、交換のできるサンパウロ日本文化センターなどは｢情報サービスリソース｣と言われます。

こういったリソースは、地域によって利用できるものが違ってきます。国際交流基金サンパウロ日本文化センターが行なっている｢大学生研修｣の活動の中に｢リベルダーデ・オリエンテーリング｣というのがあるので紹介します。

これは、大学生がグループでサンパウロ市の東洋人街として有名なリベルダーデ地区のいろいろな日本人経営の店を訪問し、あらかじめ決められたタスクを達成していく活動です。そこで、大学生たちは、タスクを達成するためにお店の人や日本人協力者と今まで習った日本語を大いに使います。

大学生の中には、通りすがりの日本人で年配の方に日本語で道を聞いたりしたようです。彼らは、この機会をきっかけに一生懸命日本語を使おうと必死だったので、その結果、自分の日本語が通じた満足感と達成感を持つことができまたようです。そういった感想をこの活動の2日後に行なった発表会で話していました。

この活動はサンパウロのリソースを利用したものなので、どこでもできるというものではありません。メルマガこうししつ9号で、三浦先生がパプアニューギニアで教えていたときの話をしておりましたが、その中でも教室外で日本語を使う大切さにんついて述べています。サンパウロより日本語環境の少ない国でしたが、日本人観光客を利用して、学生たちに日本語を話させる活動を考えたようです。

このように、皆さんの周りにどんなリソースがあるのかをまず把握し、それを学習者が日本語を使うための活動に利用していくのが大切だと思います。これによって、日本語を話すチャンスを与え、日本語の会話能力を伸ばすことができるのではないでしょうか。

リソースについてもっと知りたい方は、以下の本を読んでみてください。田中望・斉藤里美(1993) 『日本語教育の理論と実際―学習支援システムの開発―』大修館書店
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国際交流基金の日本語教育関係のプログラム申請の応募締め切りが迫っています。日本語教材寄贈プログラムなどに応募したい方は、12月1日(必着)までに、行なってください。公募プログラムガイドラインを参照したい方は、以下のサイトに接続してください。

http://www.fjsp.org.br/programas/guidelines_e.pdf
また、疑問に思っていること、もっと知りたいことがあれば、遠慮なくわが講師室にお尋ねください。皆さんのご意見、お便りをお待ちしています。　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971

ほな、また。
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国際交流基金サンパウロ日本文化センター講師室

日本語文・ポルトガル語文　遠藤クリスチーナ麻樹
日本語教師お役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
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